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【第１回基本制度ＷＴ・第７回基本制度ＷＴ】
○ 市町村の新システム事業計画（仮称）、都道府県の新システム支援計画（仮称）、国の基本指
針の具体的な内容

【第１回基本制度ＷＴ・第３回基本制度ＷＴ・第４回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制
度ＷＴ】
○ 市町村の責務の内容（市町村が行う利用者支援の具体的な内容、保育の必要量の認定、市町
村事業の必要量の確保など）
○ サービス類型ごとに、指導監督の主体をどこにするか
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Ⅱ 基本設計（国・都道府県の役割、市町村の権限と責務）



【第２回基本制度ＷＴ】
○ 対象範囲をどのようにするか
○ 一時預かりを提供する方法をどのようにするか
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Ⅲ 給付設計
１ すべての子ども・子育て家庭を支援する給付

（１）子ども手当（個人への現金給付）（「５大臣合意」（平成22年12月20日）を踏まえ検討）

（２）子育て支援サービス（個人への現物給付（一時預かり））

【第２回基本制度ＷＴ】
○ 現金給付と現物給付のバランスをどのように確保するか
○ 市町村による利用料徴収の法的位置づけ
○ 利用券の方式による給付の法的位置づけ

（３）現金給付・現物給付の一体的な提供

【第２回基本制度ＷＴ】
○ 公費負担となる検査項目や公費負担額の地域差をどのように考えるか
○ 妊婦健診を提供する方法をどのようにするか

（４）妊婦健診

【第２回基本制度ＷＴ】
○ 子ども・子育てビジョンの目標数値との整合性を確保するための法的な枠組み
○ 各事業の基準は国が定めることとするか、各事業における市町村の裁量をどのように考えるか

（５）その他の地域の子育て支援事業



【第４回基本制度ＷＴ】
○ 出産手当金（健康保険）、育児休業給付（雇用保険）を現行制度から移行し、実施主体等も含め
て一本化することが適当かどうか
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Ⅲ 給付設計
２ 子どものための多様なサービスの提供と仕事と家庭の両立支援（両立支援・保育・
幼児教育給付（仮称））

（１）産前・産後・育児休業給付（仮称）

（２）幼保一体給付（仮称）
① こども園（仮称）

【第３回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制度ＷＴ】
○ 応諾義務、価格設定をどのようにするか 等

② 多様な保育サービス

【第６回基本制度ＷＴ】
○ サービス類型や、国の定める基準と地方自治体の裁量をどのように整理するか
○ サービス類型ごとに、指導監督の主体をどこにするか（再掲）
○ サービス類型ごとに、提供する方法をどのようにするか



【第３回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制度ＷＴ】
○ 認定基準の具体的な内容
○ 国が定める認定基準と、地方自治体の裁量をどのように整理するか
○ 公的幼児教育・保育契約（仮称）における市町村の関与の具体的な内容
○ 市町村が行う利用者支援の具体的な内容（対象者、支援内容）
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Ⅲ 給付設計
２ 子どものための多様なサービスの提供と仕事と家庭の両立支援（両立支援・保育・
幼児教育給付（仮称））

（２）幼保一体給付（仮称）
＜利用者の選択に基づく給付の保障＞

＜多様な事業者の参入によるサービス基盤の整備＞

【第３回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制度ＷＴ】
○ 国が定める基準と、地方自治体の裁量の関係をどのように整理するか
○ 指導監督の主体をどこにするか

＜サービスの安定と質の確保・向上＞

【第１回基本制度ＷＴ・第３回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制度ＷＴ】
○ 公表すべき情報の具体的な内容及び評価並びに情報提供をどのように設定するか



【第４回基本制度ＷＴ】
○ 指導員の配置基準、設備、面積、規模等の基準について、全国一律の基準を設けるか、市町
村の裁量をどのように考えるか
○ 放課後児童給付（仮称）を提供する方法をどのようにするか
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Ⅲ 給付設計
２ 子どものための多様なサービスの提供と仕事と家庭の両立支援（両立支援・保育・
幼児教育給付（仮称））

（３）放課後児童給付（仮称）

※ 「すべての子ども・子育て家庭を支援する給付」と「両立支援・保育・幼児教育給付（仮称）」の
区分については、給付設計全体を踏まえた整理が必要

※ それぞれのサービス・給付に係る質の改善については、費用負担と合わせて整理が必要【第８
回基本制度ＷＴ】



【第７回基本制度ＷＴ・第８回基本制度ＷＴ】
○ 給付全体の費用負担をどのように設定するか
○ 子ども・子育て包括交付金（仮称）について、個人給付等の財源保障と市町村の裁量とのバラ
ンスをどのように考えるか
○ 子ども・子育て包括交付金（仮称）が、「子ども・子育て支援」のために使われることを担保する
仕組みをどのように考えるか
※ 一括交付金との関係も含めて整理

【未議論】
○ 利用者負担をどのように設定するか
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Ⅳ 費用負担

Ⅴ 幼保一体化

【第３回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制度ＷＴ】
○ 幼保一体化ＷＴ（こども園（仮称）の具体的制度設計等）及びこども指針（仮称）ＷＴで検討中

Ⅵ 新システム実施体制の一元化

【未議論】
○ 新システムの実施体制についてどのように整理するか



【第１回基本制度ＷＴ・第３回基本制度ＷＴ・第４回基本制度ＷＴ・第５回基本制度ＷＴ・第６回基本制
度ＷＴ・第７回基本制度ＷＴ】
○ サービス類型ごとに、指導監督の主体をどこにするか（再掲）
○ 公表すべき情報の具体的な内容をどのように設定するか（再掲）
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Ⅶ 都道府県が行う市町村支援事業

Ⅷ その他

【第４回基本制度ＷＴ】
○ 放課後児童クラブと放課後子ども教室の関係をどのように整理するか

【第７回基本制度ＷＴ】
○ 社会的養護や障害児に対する支援をどのように位置付けるか

【未議論】
○ 国及び地方自治体の子ども・子育て会議（仮称）について、担うべき機能・法的位置づけをどの
ようにするか


